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環境振動性能評価小委員会 第 1回議事録（案） 
 

Ａ．日 時 2017年 05月 17日 水曜日 17:30～19:30 

Ｂ．場 所 建築学会   会議室 

Ｃ．出席者 

鈴木主査 〇 冨田幹事 記録 石川(孝) ◎ 石川(理) 〇 植松  

内田 〇 川久保 〇 国松 〇 新藤 ◎ 久木 〇 

濱本 〇 益田 〇 松本 〇 森下  横山 〇 

 ◎：skype参加 敬称略 50音順（主査・幹事を除く） 

Ｄ．提出資料（提出委員名） 

No.1-01 15回議事録(案)（新藤委員） 

No.1-02 小委員会廃止申請（鈴木主査） 

No.1-03 小委員会設置申請（鈴木主査） 

No.1-04 小委員会活動計画（鈴木主査） 

No.1-05 小委員会委員名簿（鈴木主査） 

No.1-06 見える化WT議事録（益田委員） 

 
 

Ｅ．議事案 

1. 名簿確認 

  ・ 修正があれば、鈴木主査へ連絡すること。 

2. 新_環境振動評価小委員会 活動計画 資料 

3. 旧委員会_前回議事録確認 

  ・ 承認された。 

4. 他委員会情報 

  ・ 環境振動測定分析小委員会で企画されている公開研究会についての案内があった。 

  ・ 建築学会大会のプログラムが紹介された。 

  ・ ISOの委員に、国松委員を推薦することになった。 

5. ストレージのフォルダ構成について 

  ・ 運営委員会等のフォルダに準じて、回ごとに 1つのフォルダでまとめることになっ 

た。 

6. 初年度の方針について 

  ・ コンバイン、振動発電の利用、居住性能評価小委員会の解説、船酔い、超高層ビル

の揺れ等がある。(鈴木主査) 

  ・ 評価のデータをためておくことが重要である。そのために、WG を設置し、振動台

実験等を行っていくことが必要だと思う。(横山委員) 

→ 複合振動評価WTを作成する。メンバーを募る。 

・ 他にテーマがあったら、是非提案していただきたい。 

7. WT見える化について 

  益田委員により報告があった。 

  ・ マッピングについて資料を作成した。 

年度によらない継続的活動： 

・環境振動評価に係る最新の研究，および実務の動向に関する情報収集を行う 

・国際規格に係る情報収集と審議を行う 担当委員(確認) 

初年度： 

・環境振動分野で扱う対象の拡大に関して検討する 

・評価指針改定後の環境振動評価の展開を検討する 
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・ 5月 25日までにデータを書き込んでもらう予定である。 

・ 縦軸を文言とマンガで表現してみようと考えている。 

 

＊次回小委員会：7月 25日（火）17:30～19:30 

 

 

以上 


